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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
�
九
�
�
年
�
〇
月
に
世
界
で
初
め
て
�
九
�
�
年
犯
罪
被
害
補
償
法
（C

rim
inal Injuries C

om
pensation 

A
ct 1963

）
を
制
定
し
て
翌
年
�
月
�
日
か
ら
同
法
を
施
行
し
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
・
遺
族
（
以
下
、﹁
犯
罪
被
害
者
等
﹂
と
い
う
）

に
対
し
て
経
済
的
支
援
を
行
う
先
駆
け
と
な
っ
た
国
で
あ
り
、
そ
の
後
も
多
く
の
先
進
的
な
犯
罪
被
害
者
支
援
制
度
の
導
入
を
図
り
、
ま
た
、

様
々
な
改
革
を
経
て
、
こ
ん
に
ち
犯
罪
被
害
者
対
策
の
先
進
国
の
�
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

種
々
の
支
援
対
策
の
中
で
も
、
犯
罪
被
害
補
償
制
度
の
ほ
か
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
の
保
護
対
策
と
し
て
、
�
九
�
�
年
犯

罪
被
害
者
法
（V

ictim
s of O

ffences A
ct 1987

）
に
続
き
、
�
〇
〇
�
年
被
害
者
権
利
法
（V

ictim
s ’ R

ights A
ct 2002

）
が
制
定
さ
れ

る
と
い
っ
た
よ
う
に
法
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
時
、
世
界
的
に
修
復
的
司
法
の
問
題
が
大
き
な
論
議
を
呼
ん
で
い
る
が
、
同
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国
で
は
、
裁
判
所
が
関
与
し
た
形
態
の
修
復
的
司
法
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
キ
ー
ム
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
損
害
回
復
と
刑
事
手
続
上
の
被
害
者
保
護
の
点
を
中
心
に
、
最
近
の
同
国
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
や
保
護
と
刑
事

司
法
に
つ
い
て
、
若
干
の
紹
介
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

Ⅱ　

損
害
回
復
の
制
度

1　

災
害
補
償
制
度

⑴　

犯
罪
被
害
者
等
が
被
っ
た
犯
罪
被
害
の
経
済
的
救
済
は
、
基
本
的
に
ど
の
国
に
お
い
て
も
本
来
、
民
事
賠
償
制
度
に
よ
る
の
が
原
則
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
現
実
に
は
、
加
害
者
の
資
力
不
足
等
の
事
情
か
ら
勝
訴
し
て
も
賠
償
金
が
と
れ
な
い
こ
と
、
刑
事
事
件
と
は
別
に
民

事
訴
訟
を
提
起
し
、
し
か
も
刑
事
手
続
と
は
別
個
に
新
た
な
証
拠
に
基
づ
き
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
被
害
者
側
の
負
担
が
大
き

く
、
ま
た
訴
訟
遅
延
が
あ
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
同
制
度
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
犯
罪
被
害
者
等
は
少
な
く
、
そ
の
実
効
性
が
乏
し
い
現
実

が
あ
る
の
も
世
界
的
に
共
通
の
現
象
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
民
事
賠
償
制
度
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
犯
罪
被
害
者
等
は
泣
き
寝
入
り
す
る
し
か
な
か
っ
た
状
況
に
風
穴
を
開
け
た
の
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
刑
罰
改
良
家
で
あ
っ
た
、
Ｍ
・
フ
ラ
イ
女
史
（M

. F
ry

）
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
イ
は
、
�
九
五
�
年
に
国
に
よ
る
犯
罪
被
害
補
償
制
度

の
必
要
性
を
説
き
、
特
に
暴
力
犯
罪
に
よ
る
生
命
・
身
体
等
の
被
害
に
つ
い
て
民
事
救
済
を
受
け
ら
れ
な
い
気
の
毒
な
犯
罪
被
害
者
等
に
対

し
て
国
が
社
会
を
代
表
し
て
被
害
補
償
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
犯
人
に
対
す
る
復
讐
心
を
緩
和
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
法
制
度
化
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
�
九
�
�
年
�
月
�
日
か
ら
﹁
要
綱
﹂

（schem
e

）
と
し
て
犯
罪
被
害
補
償
制
度
（C

rim
inal Injuries C

om
pensation Schem

e

）
が
発
足
し
た（

1
）。

こ
う
し
て
、
暴
力
犯
罪
に
よ

　
（
�
）
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る
人
身
被
害
に
対
し
て
は
、
原
則
と
し
て
民
事
賠
償
制
度
に
よ
る
損
害
回
復
を
行
う
が
、
こ
れ
に
よ
り
え
な
い
場
合
は
犯
罪
被
害
補
償
制
度

に
よ
る
と
い
う
�
本
立
て
の
対
応
が
�
般
的
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
こ
れ
と
異
な
る
対
応
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑵　

当
初
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
�
員
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
民
事
賠
償
請
求
訴
訟
の
実
効
性
が
乏
し
い
こ
と
や
イ
ギ
リ
ス
の
動

向
も
踏
ま
え
、
い
ち
早
く
�
九
�
�
年
犯
罪
被
害
者
補
償
法
に
よ
り
翌
年
�
月
�
日
に
法
制
度
と
し
て
犯
罪
被
害
補
償
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
展
開
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
、
そ
れ
以
外
の
国
と
も
異
な
る
独
自
の
経
済
的
支
援
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
犯
罪
被
害
補
償
制
度
は
、
労
災
補
償
型
の
性
格
を
有
し
、
労
災
補
償
レ
ベ
ル
の
補
償
を
国
が
犯
罪
被
害
者
等
に
補

て
ん
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
た（

2
）。

そ
の
後
、
�
九
�
�
年
の
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
委
員
会
が
、
交
通
事
故
や
労
災
等
の
被
害
者
救
済
の
見
直
し

の
過
程
で
、
民
事
賠
償
制
度
の
実
効
性
の
低
さ
か
ら
、
犯
罪
被
害
も
労
災
等
と
同
様
の
災
害
と
し
て
位
置
づ
け
、
無
過
失
の
災
害
補
償
制
度

の
創
設
を
勧
告
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
制
度
は
、
こ
れ
ら
を
包
括
す
る
補
償
制
度
の
中
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
�
九
�
�
年

災
害
補
償
法 

（A
ccident C

om
pensation A

ct 1972
）
に
よ
り
、
災
害
補
償
公
社
（A

ccident C
om

pensation C
orporation 

以
下
、
Ａ

Ｃ
Ｃ
と
略
称
す
る
。）
が
設
置
さ
れ
、
犯
罪
被
害
は
﹁
災
害
に
よ
る
人
的
被
害
﹂
と
し
て
国
に
よ
る
補
償
対
象
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
災

害
補
償
給
付
の
財
源
は
、
�
九
�
�
年
に
導
入
さ
れ
た
強
制
加
入
の
国
民
災
害
保
険
制
度
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
被
告
人
の
責
任
の
有
無

を
問
わ
ず
、
生
じ
た
犯
罪
被
害
も
他
の
原
因
に
基
づ
く
被
害
と
区
別
な
く
災
害
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
補
償
さ
れ
る
。
そ
の
か
わ
り
、
懲
罰

に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
以
外
の
人
的
被
害
に
対
し
て
民
事
賠
償
訴
訟
を
提
起
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
財
産
的
被
害
は
、
同
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
い
た
め
、
後
述
の
損
害
賠
償
命
令
に
よ
る
か
、
民
事
賠
償
に
よ
る
回
復
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

同
法
は
、
�
九
�
�
年
と
�
九
�
�
年
と
相
次
い
で
改
正
さ
れ
、
給
付
対
象
者
に
学
生
や
未
就
労
者
、
お
よ
び
海
外
か
ら
の
旅
行
者
も
含

　
（
�
）
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め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
�
九
�
�
年
、
�
九
九
�
年
に
、
補
償
対
象
犯
罪
の
拡
大
や
、
補
償
範
囲
・
補
償
額
の
改
正
が
行
わ

れ
た（

3
）。

そ
し
て
、
�
〇
〇
�
年
九
月
に
、
現
行
の
�
〇
〇
�
年
被
害
防
止
・
社
会
復
帰
及
び
補
償
法
（Injury P

revention, R
ehabilitation, 

and C
om

pensation A
ct 2001

）
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
改
正
法
（Injury P

revention, R
ehabilitation, and C

om
pensation A

m
endm

ent 

A
ct 

（N
o.2

） 2005
）、
が
�
〇
〇
五
年
五
月
に
成
立
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

⑶　

Ａ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
国
は
、
毎
年
Ｎ
＄
�
、
�
〇
〇
万
を
社
会
復
帰
、
医
療
、
週
給
補
償
の
た
め
に
支
出
し
て
い
る
。
そ
の
財
源
は
、

既
述
の
よ
う
に
基
本
的
に
国
民
の
強
制
加
入
に
よ
る
保
険
金
で
あ
る
が
、
そ
の
内
わ
け
は
、
雇
用
保
険
、
所
得
税
、
自
営
業
者
か
ら
の
保
険
、

未
就
労
者
に
対
す
る
政
府
か
ら
の
拠
出
金
、
ガ
ソ
リ
ン
税
・
自
動
車
登
録
料
等
で
あ
る
。
そ
の
他
、
こ
れ
ら
の
株
式
運
用
利
益
も
入
っ
て
い

る
。

　

現
行
法
が
補
償
対
象
と
す
る
客
体
は
、
原
則
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民
で
あ
る
が
、
有
職
者
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
、

海
外
旅
行
中
に
お
い
て
受
け
た
被
害
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
外
国
か
ら
の
訪
問
者
が
被
害
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ａ
Ｃ

Ｃ
が
要
求
す
る
基
準
を
満
た
せ
ば
補
償
対
象
と
な
る
。
現
行
法
が
定
義
す
る
﹁
人
的
被
害
﹂
と
は
、
身
体
障
害
ま
た
は
身
体
障
害
に
よ
り
惹

起
さ
れ
た
精
神
的
障
害
で
あ
り
、
後
者
に
は
性
暴
力
や
虐
待
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
も
含
ま
れ
る
。
人
的
被
害
が
惹
起
さ
れ
る
場
合
と
し

て
、
①
職
場
、
家
庭
、
道
路
上
に
お
い
て
発
生
し
う
る
事
故
、
②
就
労
中
の
通
常
の
業
務
の
過
程
か
ら
発
生
し
う
る
疾
病
ま
た
は
感
染
、
③

医
療
事
故
、
④
性
暴
力
・
虐
待
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

�
方
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
が
人
的
被
害
と
認
め
な
い
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
①
疾
病
、
②
ス
ト
レ
ス
、
感
情
の
悪
化
、
享
楽
感
情

の
喪
失
等
の
情
緒
的
な
影
響
、
③
業
務
出
張
を
除
く
海
外
で
の
治
療
費
、
④
日
常
使
用
か
ら
生
ず
る
歯
の
痛
み
、
⑤
医
療
事
故
や
異
常
な
程

度
に
行
動
を
要
求
さ
れ
た
就
労
中
の
障
害
を
除
く
心
臓
疾
患
ま
た
は
大
脳
疾
患
、
⑥
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
人
的
障
害
、
⑦
咳
や
く
し
ゃ
み

か
ら
生
ず
る
ヘ
ル
ニ
ア
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
、
自
殺
や
意
図
的
な
自
傷
か
ら
生
じ
た
障
害
に
つ
い
て
は
、
治
療
を
除
き
、
何
ら
の
補
償
も

　
（
�
）
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行
わ
な
い
。

　

こ
う
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
申
請
し
た
補
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
と
、
医
療
費
、
逸
失
利
益
と
し
て
の
週
給
の
補
償
、
障
害

が
重
大
で
長
期
の
療
養
を
要
す
る
場
合
の
�
時
金
な
い
し
独
立
の
手
当
の
給
付
、
病
院
等
へ
の
交
通
費
お
よ
び
入
院
費
に
関
し
て
援
助
が
受

け
ら
れ
る
。
な
お
、
�
時
金
と
し
て
給
付
さ
れ
る
給
付
金
の
多
寡
は
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
異
な
る
。
ち
な
み
に
、
�
〇
〇
�
年
�
月
現
在

で
は
、
最
少
額
が
Ｎ
＄
�
、
�
〇
�
で
あ
り
、
最
高
額
が
Ｎ
＄
�
〇
�
、
�
〇
九
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
死
亡
し
た
場
合
の
葬
祭
費
用
の
最
高

額
は
、
Ｎ
＄
�
、
�
�
�
で
あ
っ
た（

4
）。

2　

損
害
賠
償
命
令

　

損
害
賠
償
命
令
（R

eparation O
rders

）
と
は
、
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
有
罪
の
被
告
人
に
対
し
て
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
損

害
賠
償
を
命
ず
る
制
度
で
あ
り
、
罰
金
と
併
科
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
罰
金
よ
り
優
先
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
英
米
法
圏
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
制
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
損
害
賠
償
命
令
（C

om
pensation O

rders （
5
））、

ア
メ
リ
カ
の
損

害
賠
償
命
令
（R

estitution O
rder

）
と
も
異
な
り
、
各
国
に
お
い
て
制
度
の
内
容
や
手
続
等
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
損
害
賠
償
命
令
は
、
従
前
よ
り
個
別
法
に
よ
り
類
似
の
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
�
九
�
五
年
刑
事

司
法
法
（C

rim
inal Justice A

ct 1985

）
に
よ
っ
て
現
行
制
度
が
確
立
し
た（

6
）。

同
制
度
は
、
�
九
�
�
年
刑
事
司
法
法
、
�
九
九
�
年
刑

事
司
法
改
正
法
等
に
よ
る
改
正
を
経
て
、
�
〇
〇
�
年
量
刑
法
（Sentencing A

ct 2002

）
に
よ
り
現
行
の
形
態
と
な
っ
て
い
る（

7
）。

す
な

わ
ち
、
同
法
�
�
条
は
、
損
害
賠
償
命
令
の
言
渡
し
の
量
刑
が
被
告
人
な
い
し
被
告
人
の
家
族
に
不
当
な
負
担
と
な
ら
な
い
限
り
、
ま
た
は

そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に
よ
り
言
渡
し
が
不
適
切
と
な
ら
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
そ
の
言
渡
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い

る
。
同
法
�
�
条
は
ま
た
、
従
前
に
お
い
て
心
理
的
障
害
ま
た
は
財
物
の
喪
失
も
し
く
は
毀
棄
の
場
合
に
言
渡
し
が
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、

　
（
五
）
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財
物
の
喪
失
も
し
く
は
毀
棄
の
被
害
を
被
っ
た
被
害
者
が
そ
の
結
果
と
し
て
心
理
的
・
身
体
的
障
害
ま
た
は
財
物
の
喪
失
も
し
く
は
毀
棄
の

被
害
を
被
っ
た
場
合
に
も
損
害
賠
償
命
令
の
適
用
を
拡
大
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
所
が
犯
罪
被
害
者
等
が
�
〇
〇
�
年
被
害
防
止
・

社
会
復
帰
及
び
補
償
法
に
よ
り
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
い
か
な
る
財
産
の
喪
失
も
し
く
は
毀
棄
に
対
し
て
も

損
害
賠
償
命
令
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
が
、
同
命
令
と
罰
金
刑
の
併
科
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
が
、
被
告
人

の
資
力
が
乏
し
い
場
合
に
は
、
同
命
令
を
優
先
さ
せ
て
言
渡
す
こ
と
に
な
る
。

　

�
方
、
�
〇
〇
�
年
量
刑
法
は
、
裁
判
所
が
被
害
者
側
と
被
告
人
側
と
の
修
復
的
な
話
し
合
い
の
結
果
を
考
慮
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
�
〇
条
は
、
被
告
人
が
被
害
者
に
対
し
て
（
謝
罪
、
賠
償
、
ま
た
は
労
務
も
し
く
は
奉
仕
等
の
実
行
を
含
む
）
修

復
措
置
を
と
っ
た
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
そ
の
修
復
的
な
措
置
が
履
行
さ
れ
た
か
、
被
害
者
側
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
損
害
賠
償
命
令
は
、
修
復
的
司
法
と

の
関
係
が
深
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

な
お
、
損
害
賠
償
命
令
の
言
渡
し
件
数
は
、
�
〇
〇
�
年
度
に
お
い
て
、
総
計
�
五
、
�
�
�
件
の
う
ち
、
暴
力
事
犯
で
�
、
五
�
�
件

（
�
〇
・
〇
％
）、
そ
の
他
の
身
体
犯
で
�
�
�
件
（
�
・
�
％
）、
財
産
犯
で
�
�
、
�
�
〇
件
（
�
�
・
�
％
）
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

言
渡
し
額
は
、
�
〇
〇
�
年
度
に
お
い
て
、
総
額
Ｎ
＄
�
�
、
�
�
�
、
〇
�
五
の
う
ち
、
Ｎ
＄
�
〇
〇
以
下
が
�
〇
�
�
（
�
五
・
�
％
）、

Ｎ
＄
�
〇
〇
以
上
�
五
〇
以
下
が
�
�
九
�
（
�
�
・
〇
％
）、
Ｎ
＄
�
五
〇
以
上
五
〇
〇
以
下
が
�
〇
〇
�
（
�
九
・
�
％
）、
Ｎ
＄
五
〇

〇
以
上
�
〇
〇
〇
以
下
が
�
�
�
九
（
�
�
・
�
％
）、
Ｎ
＄
�
〇
〇
〇
以
上
五
〇
〇
〇
以
下
が
�
五
�
五
（
�
�
・
�
％
）、
Ｎ
＄
五
〇
〇

〇
以
上
が
�
�
�
（
�
・
�
％
）
で
あ
っ
た（

8
）。

　

従
来
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
損
害
賠
償
命
令
の
言
渡
し
率
が
低
く
、
そ
の
積
極
的
な
運
用
と
い
う
面
で
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘（

9
）

が
あ
る
。
し
か
し
、
�
〇
〇
�
年
量
刑
法
は
、
損
害
賠
償
命
令
の
言
渡
し
の
拡
大
の
た
め
に
、
�
九
�
五
年
刑
事
司
法
法
�
�
条
が
罰
金
の

　
（
�
）
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全
額
ま
た
は
�
部
を
身
体
的
・
心
理
的
障
害
を
受
け
た
被
害
者
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
し
て
い
た
規
定
を
廃
止
し
た
。
そ

の
結
果
、
同
命
令
の
言
渡
し
率
は
上
記
の
よ
う
に
従
前
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

Ⅱ　

刑
事
手
続
に
お
け
る
被
害
者
保
護

1　

刑
事
司
法
に
対
す
る
犯
罪
被
害
者
等
の
意
識

　

�
九
�
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
犯
罪
被
害
補
償
制
度
に
よ
り
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
経
済
的
支
援
に
続
い
て
、
�
〇
年
代
前
半
か
ら
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
草
の
根
運
動
に
よ
る
精
神
的
・
実
際
的
支
援
の
広
が
り
が
欧
米
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
み
で
は
犯
罪
被
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
さ
な
い
ば
か
り
か
、
�
〇
年
代
後
半
か
ら
�
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
等
で
行

わ
れ
た
刑
事
司
法
に
対
す
る
犯
罪
被
害
者
等
の
意
識
に
関
す
る
実
態
調
査
を
と
お
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
刑
事
手
続
の
中
で
単
な
る
証
拠

の
�
つ
と
し
て
の
位
置
づ
け
し
か
な
く
、﹁
忘
れ
ら
れ
た
人
﹂（forgotten person

）
と
し
て
疎
外
感
を
抱
き
、
ま
た
、
刑
事
司
法
機
関
等

か
ら
�
次
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
刑
事
司
法
に
対
す
る
極
め
て
大
き
な
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た（

10
）。

　

こ
う
し
た
反
省
か
ら
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
や
地
位
向
上
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
�
九
�
五
年
の
国
連
に

よ
る
﹁
犯
罪
被
害
者
と
権
力
の
濫
用
の
被
害
者
に
関
す
る
司
法
の
基
本
原
則
宣
言
﹂
や
�
�
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
に
よ
る
﹁
刑
事
手
続

に
お
け
る
被
害
者
の
地
位
と
被
害
者
援
助
に
関
す
る
勧
告
﹂
を
受
け
て
、
刑
事
司
法
機
関
に
よ
る
被
害
者
対
策
へ
の
取
組
み
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
特
に
九
〇
年
代
に
入
り
、
そ
の
動
き
が
加
速
し
、
刑
事
司
法
機
関
の
行
政
努
力
に
よ
る
施
策
の
実
施
や
、
刑
事
手
続
に
お
け
る

犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
や
地
位
向
上
に
関
す
る
法
整
備
が
図
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
�
）
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
同
様
に
積
極
的
な
被
害
者
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
く
が
、
刑
事
司
法
に
対
す
る
犯
罪
被
害
者
等
の
意
識

に
関
す
る
全
国
的
レ
ベ
ル
の
実
態
調
査
は
、
�
九
九
�
年
度
に
初
め
て
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
�
回
目
の
調
査
が
�
〇
〇
�
年
度
に
行
わ
れ
た
。

　

�
〇
〇
�
年
度
調
査
に
よ
る
と（

11
）、

警
察
に
被
害
の
通
報
を
行
っ
た
犯
罪
被
害
者
等
の
約
半
数
は
、
警
察
の
対
応
に
つ
い
て
満
足
し
て
い
る
。

し
か
し
、
警
察
に
対
す
る
満
足
度
が
前
回
調
査
よ
り
若
干
低
く
な
り
、
被
害
を
通
報
し
た
犯
罪
被
害
者
等
の
�
分
の
�
が
不
満
を
表
明
し
て

い
る
。
特
に
、
侵
入
盗
の
被
害
者
、
マ
オ
リ
族
の
被
害
者
、
少
年
被
害
者
等
に
比
較
的
多
い
。
不
満
の
主
な
原
因
は
、
警
察
が
対
応
を
十
分

行
っ
た
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
警
察
が
無
関
心
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
同
調
査
は
被
害
者
化
と
そ
れ
に
対
す
る
犯
罪
被
害
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
が
中
心
で
あ
り
、
刑
事
司
法
機
関
に
対
す

る
意
識
調
査
は
警
察
に
対
す
る
も
の
し
か
な
い
。
刑
事
司
法
に
対
す
る
犯
罪
被
害
者
等
の
意
識
調
査
が
不
十
分
で
あ
る
点
が
残
念
で
あ
る
。

2　

刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利

　

�
九
�
〇
年
代
に
刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
や
地
位
向
上
を
目
的
と
す
る
法
整
備
が
始
ま
る
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
は
、
�
九
�
�
年
�
�
月
�
日
に
施
行
さ
れ
た
�
九
�
�
年
犯
罪
被
害
者
法（

12
）が

制
定
さ
れ
、
情
報
提
供
や
被
害
者
の
意
見
陳
述
（V

ictim
 

Im
pact Statem

ent

）
な
ど
の
犯
罪
被
害
者
等
に
向
け
た
種
々
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
を
刑
事
司
法
機
関
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
刑
事
司
法
機
関
の
努
力
義
務
の
域
を
出
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

�
九
�
�
年
法
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
、
�
〇
〇
�
年
�
�
月
�
�
日
に
施
行
さ
れ
た
�
〇
〇
�
年
被
害
者
権
利
法（

13
）は

、
刑
事
手
続
に
お
け

る
犯
罪
被
害
者
等
の
種
々
の
権
利
を
規
定
し
、
刑
事
司
法
機
関
に
対
し
て
情
報
提
供
や
援
助
な
ど
の
種
々
の
被
害
者
保
護
施
策
を
義
務
づ
け

る
こ
と
を
明
確
化
し
て
い
る（

14
）。

以
下
で
は
、
刑
事
手
続
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
新
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
若
干
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

新
法
は
、
ま
ず
、
基
本
原
則
と
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
そ
の
尊
厳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
う

　
（
�
）
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え
で
（
�
条
）、
出
来
る
限
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
う
る
、
福
祉
、
保
健
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
医
療
、
法
律
の
各
機
関
に
ア
ク
セ
ス

可
能
な
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
（
�
条
）。
そ
し
て
、
新
法
は
、
警
察
、
弁
護
士
、
保
護
観
察
官
、
裁
判
官
、
検
察
官

な
ど
の
司
法
関
係
者
が
、
被
害
者
と
被
告
人
と
が
同
意
し
、
面
談
が
適
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
両
当
事
者
の
面
談
を
勧
め
る
べ
き

で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
九
条
）。

　

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
と
し
て
は
、
第
�
に
、
情
報
提
供
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
。
提
供
さ
れ
る
情
報
の
内
容
は
、
①
直
接
的
支
援
に
関

す
る
も
の
（
医
療
、
経
済
的
支
援
、
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
に
関
す
る
法
的
保
護
、
裁
判
手
続
に
関
す
る
情
報
、
犯
罪
被
害
者
等
援
助
団
体
へ
の
付
託

等
）、
②
刑
事
事
件
に
関
す
る
も
の
（
事
件
捜
査
の
進
捗
状
況
、
起
訴
・
不
起
訴
の
理
由
、
審
理
の
開
催
日
・
場
所
、
被
疑
者
・
被
告
人
の

保
釈
条
件
、
証
人
と
し
て
の
被
害
者
の
役
割
、
裁
判
・
量
刑
の
結
果
等
）
が
あ
る
。
第
�
に
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
匿
名
性
に
関
し
て
、
被

疑
者
・
被
告
人
が
自
己
の
氏
名
等
の
本
人
を
特
定
し
う
る
情
報
の
開
示
を
禁
止
す
る
命
令
を
裁
判
所
に
求
め
る
場
合
に
は
、
検
察
官
は
、
こ

の
点
に
関
す
る
被
害
者
の
見
解
を
確
認
し
、
裁
判
所
に
通
知
す
る
義
務
を
負
う
。
第
�
に
、
パ
ロ
ー
ル
委
員
会
に
対
す
る
申
立
と
し
て
、
犯

罪
被
害
者
等
は
パ
ロ
ー
ル
委
員
会
に
対
し
て
、
被
告
人
の
保
釈
等
に
つ
い
て
の
意
見
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
�
〇
〇
�
年
パ
ロ
ー

ル
法
五
〇
条
Ａ
、
Ｂ
）。
第
�
に
、
被
害
者
の
意
見
陳
述
制
度
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
事
件
に
よ
っ
て
被
っ
た
肉
体
的
、
精
神
的
、

財
産
的
被
害
の
状
況
、
そ
の
他
被
害
の
影
響
に
つ
き
、
書
面
に
よ
り
、
ま
た
は
法
廷
に
お
け
る
陳
述
に
よ
り
、
意
見
を
表
明
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
や
わ
が
国
の
意
見
陳
述
制
度
の
よ
う
に
被
告
人
の
量
刑
に
つ
い
て
も
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
可

能
な
制
度
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
意
見
陳
述
制
度
（V

ictim
 P

ersonal Statem
ent

）
と
同
様
、
被
告
人
の
量
刑
に
対
す
る
意
見
表
明
は

で
き
な
い（

15
）。

第
五
に
、
そ
の
他
の
権
利
と
し
て
、
証
拠
品
と
し
て
押
収
さ
れ
た
被
害
者
の
所
有
物
に
つ
き
迅
速
な
返
還
が
な
さ
れ
、
犯
罪
被

害
者
等
の
住
所
が
裁
判
所
の
許
可
な
く
明
か
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

�
定
の
性
犯
罪
の
被
害
者
が
申
請
を
認
め
ら
れ
る
制
度
と
し
て
、
�
�
歳
以
上
の
性
犯
罪
の
被
害
者
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
有
罪
を
言

　
（
九
）
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い
渡
さ
れ
た
性
犯
罪
者
の
氏
名
等
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
（
�
九
�
五
年
刑
事
司
法
法
�
�
九
条
の
改
正
）。

　

�
定
の
重
大
犯
罪
の
被
害
者
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
性
暴
力
そ
の
他
の
重
大
な
暴
力
事
犯
、
致
死
傷
事
犯
等
の
場
合
に
、
犯
罪
被
害
者

等
は
、
第
�
に
、
加
害
者
の
保
釈
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
�
に
、
被
害
者
通
知
制
度
（V

ictim
 N

otification 

System

）
と
し
て
、
被
害
者
本
人
ま
た
は
代
理
人
を
と
お
し
て
、
被
告
人
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
警
察
、
矯
正
局
、
厚
生
省
等
か
ら
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
�
に
、
同
制
度
に
登
録
し
た
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
情
報
提
供
と
し
て
、
受
刑
者
の
保
釈
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
関
す
る
通
知
、
長
期
受
刑
者
の
釈
放
前
の
情
報
提
供
、
パ
ロ
ー
ル
委
員
会
へ
の
申
立
、
加
害
者
の
保
釈
に
関
す
る
通
知
等
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
被
疑
者
・
被
告
人
ま
た
は
受
刑
者
が
精
神
病
ま
た
は
そ
の
他
の
疾
患
で
病
院
に
収
容
さ
れ
た
場
合
、
彼
等
が
免
責
さ
れ
る
か

ど
う
か
、
刑
務
所
に
送
致
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
短
期
間
で
保
釈
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
る
ほ
か
、
逃
走
の
有
無
、
死
亡
の

有
無
も
通
知
対
象
と
な
る
。
さ
ら
に
、
移
民
大
臣
が
犯
罪
者
の
国
外
追
放
を
検
討
す
る
場
合
、
被
害
者
側
に
通
知
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
犯
罪

被
害
者
等
は
、
当
該
犯
罪
者
の
国
外
追
放
に
つ
い
て
の
所
見
を
書
面
で
移
民
大
臣
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
�
九
�

�
年
移
民
法
の
改
正
）。

　

こ
れ
ら
の
諸
権
利
に
つ
い
て
、
被
害
者
側
に
権
利
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
が
、
刑
事
司
法
機
関
側
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
、

不
服
申
立
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
被
害
者
側
は
、
そ
れ
ら
の
義
務
違
反
に
つ
き
犯
罪
被
害
者
等
の
損
害
賠
償
請
求
が
可
能
な
も
の
を
含

む
場
合
を
除
き
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
（
�
〇
）
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Ⅲ　

修
復
的
司
法

1　

修
復
的
司
法
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

　

修
復
的
司
法
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
修
復
的
司
法
と
い
う
概
念
自
体
が
多
義
的
で
あ
る
た
め
、
そ
の
用
語
の
使
用
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
世
界
で
も
も
っ
と
も
進
ん
だ
修
復
的
司
法
の
国
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
同
国
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
で
修
復
的
司
法
が
刑
事
司
法
の
中
に
採
用
さ
れ
、
そ
れ
は
既
述
の
損
害
賠
償
命
令
に
も
み
ら
れ
る
。
少
年
司
法
に
お
け
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（F

am
ily G

roup C
onference

）
や
、
裁
判
所
が
関
与
し
た
修
復
的
司
法
が
行
わ
れ
て
お
り（

16
）、

特

に
後
者
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
そ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
�
〇
〇
�
年
か
ら
�
〇
〇
�
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た（

17
）。

　

こ
の
事
業
が
行
わ
れ
た
目
的
は
、
第
�
に
、
修
復
的
司
法
の
話
し
合
い
に
参
加
す
る
犯
罪
被
害
者
等
に
と
っ
て
犯
罪
に
よ
り
被
っ
た
影
響

度
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
第
�
に
、
犯
罪
被
害
者
等
が
刑
事
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
、
第
�
に
、
従
来
の
伝
統
的

な
刑
事
司
法
の
下
で
処
遇
さ
れ
た
犯
人
と
比
較
し
て
修
復
的
司
法
で
処
遇
さ
れ
た
犯
人
の
再
犯
率
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
成
人
が

犯
し
た
上
限
が
�
年
の
拘
禁
刑
で
あ
る
財
産
犯
の
す
べ
て
と
、
�
年
以
上
�
年
以
下
の
そ
の
他
の
犯
罪
（
Ｄ
Ｖ
犯
罪
を
除
く
）
と
い
う
比
較

的
重
大
な
事
犯
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
被
害
者
、
被
告
人
、
お
よ
び
両
者
の
支
援
者
と
の
間
の
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等

に
主
張
の
機
会
を
提
供
し
、
被
告
人
に
は
責
任
を
と
り
事
態
を
正
し
い
方
向
に
向
か
わ
せ
る
機
会
を
提
供
す
る
。
修
復
的
司
法
の
手
続
へ
の

参
加
は
被
害
者
側
と
被
告
人
の
双
方
に
と
り
任
意
で
あ
る
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
参
加
を
拒
ん
だ
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
く
、
五
�
�
人
の
被
告
人
の
中
で
�
�
％
の
み
の
参
加
に
止
ま
っ
た
。

　

具
体
的
方
法
を
み
る
と
、
被
告
人
が
法
廷
で
有
罪
の
答
弁
を
し
た
後
に
、
裁
判
官
は
当
該
事
件
を
修
復
的
司
法
に
ま
わ
す
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
に
採
用
さ
れ
た
修
復
的
司
法
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
被
告
人
と
面
会
し
修
復
的
司
法
の
手
続
に
の
る
意
思
の

　
（
�
�
）



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
と
刑
事
司
法

�

�
�

同
志
社
法
学　

五
九
巻
�
号

確
認
を
し
た
後
、
法
務
省
と
契
約
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
の
グ
ル
ー
プ
の
仲
介
者
に
付
託
す
る
。
そ
の
後
、
仲
介
者
は
、
被
害
者
側

と
被
告
人
に
別
々
に
面
会
し
、
両
者
の
意
思
を
確
か
め
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
実
施
す
る
。
そ
の
報
告
書
が
裁
判
所
の
量
刑
段
階
に
提
出
さ

れ
る
。
裁
判
官
は
、
被
害
者
側
と
被
告
人
と
の
間
で
合
意
さ
れ
た
内
容
の
�
部
ま
た
は
全
部
を
量
刑
判
断
に
お
い
て
考
慮
す
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
が
、
さ
ら
に
修
復
的
司
法
の
手
続
に
よ
る
合
意
が
成
立
す
る
よ
う
に
事
件
の
審
理
を
延
長
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
上
記
の
第
�
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
調
査
に
応
じ
た
九
�
％
が
進
ん
で
参
加
し
、
そ
の
�
分
の
�
が
話
し
合
い

を
好
意
的
に
捉
え
て
お
り
、
被
害
の
影
響
度
を
減
少
さ
せ
る
ね
ら
い
に
�
定
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
次
に
第
�
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
�

分
の
�
以
上
の
犯
罪
被
害
者
等
が
積
極
的
に
刑
事
手
続
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
抱
き
、
敬
意
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
た
と
感
じ
て

い
る
。
第
�
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
応
じ
た
被
告
人
の
再
犯
率
は
�
�
％
で
あ
り
、
�
般
の
再
犯
率
が
�
�
％
で
あ
る

の
と
比
較
し
て
幾
分
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

本
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
調
査
結
果
は
、
裁
判
所
が
関
与
す
る
修
復
的
司
法
の
手
続
に
参
加
し
た
者
の
大
半
が
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
高
い
満

足
度
を
示
し
て
お
り
、
犯
罪
が
発
生
し
た
原
因
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
等
の
満
足
度
を
高
め
る

改
善
点
と
し
て
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
の
合
意
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
そ
の
合
意
と
量
刑
の
関
係
を
明
確
に
す
べ
き
領
域
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
、
修
復
的
司
法
は
被
害
回
復
を
促
進
し
う
る
が
、
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す
る
支
援
の
代
替
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
�
方
、
被
告
人
に
と
っ
て
も
望
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
犯
し
た
犯
罪
に
対
す
る
処
理
に
つ
い
て
理
解

と
合
意
を
示
し
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
に
よ
り
公
正
に
合
意
に
達
し
た
と
い
う
意
識
を
持
ち
う
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
被
告
人
の
再
犯
率
が
若
干

な
り
と
も
減
少
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
（
�
�
）
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2　

修
復
的
司
法
の
形
態

　

現
在
、
法
務
省
の
資
金
提
供
に
よ
り
、
国
内
の
�
�
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
修
復
的
司
法
手
続
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
�
〇
箇
所
が
法
務
省
内
の
犯
罪
防
止
部
（C

rim
e P

revention U
nit

）
と
提
携
し
、
�
�
箇
所
が
裁
判
所
と
提
携
し
て
い

る
。

　

裁
判
所
は
、
�
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
非
公
式
な
形
態
で
成
人
の
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
事
手
続
に
中
に
修
復
的
司
法
を
採
用
し
て
き
た
。

修
復
的
司
法
が
法
制
度
の
中
で
公
式
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
�
〇
〇
�
年
量
刑
法
、
�
〇
〇
�
年
パ
ロ
ー
ル
法
、
�
〇
〇
�

年
被
害
者
の
権
利
法
、
お
よ
び
�
〇
〇
�
年
矯
正
法
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
法
は
、
修
復
的
司
法
に
大
き
な
意
義
と
正
当
性
を
認
め
、
必
要
に

応
じ
そ
の
適
用
を
奨
励
し
、
そ
し
て
修
復
的
司
法
の
手
続
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
量
刑
や
仮
釈
放
の
判
断
に
際
し
そ
の
手
続
の
考
慮
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る（

18
）。

　

修
復
的
司
法
は
、
有
罪
判
決
を
言
い
渡
す
前
、
あ
る
い
は
量
刑
を
言
い
渡
す
前
、
あ
る
い
は
量
刑
を
判
断
す
る
際
と
い
っ
た
様
々
な
刑
事

手
続
の
段
階
で
行
わ
れ
て
お
り
、
被
害
者
と
被
告
人
双
方
の
関
与
は
任
意
で
あ
る
。
た
だ
し
、
被
告
人
は
、
修
復
的
司
法
の
手
続
に
入
る
前

に
、
刑
事
責
任
の
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
修
復
的
司
法
の
手
続
に
は
、
主
に
次
の
�
つ
の
形
態
が
あ
る
。
そ
の
�
つ
は
、
被
害
者
・
被
告
人

カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
被
害
者
・
被
告
人
お
よ
び
両
者
の
支
援
者
と
の
間
で
私
的
に
非
公
式
に
話
し
合
う
も
の
で
、
被
害
者
側
に
参
加

の
意
思
が
あ
る
場
合
の
み
行
わ
れ
る
。
被
害
者
と
被
告
人
は
、
発
生
し
た
事
実
に
つ
い
て
正
直
に
話
し
合
い
、
発
生
し
た
結
果
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
侵
害
に
対
す
る
賠
償
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
い
く
つ
か
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
被
告
人
側
か
ら
の
計
画
に
従
い
、
通
常

被
告
人
側
か
ら
謝
罪
が
行
わ
れ
、
ま
た
し
ば
し
ば
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
被
害
弁
償
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
業
の
よ
う
な
被
害
回
復
手
段
が
と
ら

れ
る
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
結
果
は
、
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
、
量
刑
の
際
に
判
断
さ
れ
る
。

　
（
�
�
）
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も
う
�
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
パ
ネ
ル
・
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
犯
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
に
申
し

立
て
、
犯
罪
被
害
者
等
や
地
域
社
会
に
対
す
る
被
害
弁
償
を
行
い
、
か
つ
再
犯
の
お
そ
れ
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
計
画
を
立
て
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
形
態
の
修
復
的
司
法
は
、
し
ば
し
ば
比
較
的
軽
微
な
事
犯
の
ケ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
被
疑
者
が
そ
の
計
画
を
実
現
し
う
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
、
デ
ィ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
起
訴
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
形
態
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
犯
人
の

み
の
参
加
で
足
り
る
が
、
被
害
者
側
が
参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
害
者
側
と
犯
人
が
話
し
合
い
、
犯
人
に
犯
行
の
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
可
能
な
限
り
、
犯
罪
被
害
者
等
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
惹
起
し
た
侵
害
に
対
し
て
償
わ
せ
る
と
い
う
修
復
的
司
法
の
目
標
に
基
づ
き
、
刑
事
手
続
の
中
に
修
復
的
司
法
の
手
法
が
大
き
く
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。

Ⅳ　

お
わ
り
に

　

以
上
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
や
支
援
に
関
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
若
干
の
紹
介
を
試
み
た
。

　

補
償
制
度
に
関
し
て
は
、
国
民
か
ら
の
強
制
保
険
を
財
源
と
す
る
災
害
補
償
制
度
が
法
制
度
化
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。
犯
罪
も
事
故

や
労
災
等
と
同
様
の
災
害
の
�
種
と
捉
え
、
災
害
に
よ
る
被
害
の
補
て
ん
を
広
く
社
会
�
般
で
支
え
あ
う
と
い
う
国
や
国
民
の
責
務
と
し
て

同
制
度
を
位
置
づ
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
犯
罪
被
害
の
賠
償
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
制
度
自
体
に
実
効
性
が
欠
け
る
面

が
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
害
回
復
は
民
事
賠
償
制
度
に
よ
り
個
人
責
任
に
基
づ
く
原
因
者
負
担
と
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
と

い
う
我
々
の
常
識
か
ら
み
れ
ば
、
同
国
の
制
度
を
採
用
し
う
る
か
は
、
不
法
行
為
制
度
、
労
災
そ
の
他
の
補
償
制
度
と
の
比
較
検
討
な
ど
に

よ
り
、
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
（
�
�
）
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刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
・
地
位
向
上
に
関
す
る
法
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
欧
米
や
わ
が
国
に
採
用
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
提
供
に
関
し
て
は
、
被
害
者
通
知
制
度
が
、
性
犯
罪
や
、
生
命
・
身
体
犯
の
重
大
事
犯
の
犯
人
の
釈
放
時
期
等
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
�
〇
〇
五
年
�
月
�
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
を
う
け
て
、
犯
罪
被
害
者
等

施
策
推
進
会
議
が
策
定
し
た
﹁
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
﹂
に
お
い
て
、
加
害
者
情
報
の
提
供
が
釈
放
時
期
に
限
定
さ
れ
ず
、
釈
放
後
の
住

所
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
制
度
に
関
し
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
に
量
刑
に
つ
い
て
の
言
及
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
の
制
度
と
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
へ
の
同
制
度
の
導
入
に
際
し
て

も
、
量
刑
に
関
す
る
被
害
者
側
の
意
見
が
実
際
の
量
刑
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
か
、
そ
の
是
非
は
ど
う
か
な
ど
の
議
論
に
発
展
し
た
が
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
と
と
と
も
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

修
復
的
司
法
に
関
し
て
は
、
近
年
、
欧
米
を
中
心
に
そ
れ
を
積
極
的
に
刑
事
司
法
の
中
に
採
用
す
る
傾
向
が
強
く（

19
）、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
そ
の
最
先
進
国
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
修
復
的
司
法
の
概
念
と
形
態
が
様
々
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
修
復
的
司
法
を
ど
の
よ

う
な
形
態
で
刑
事
司
法
に
採
り
入
れ
れ
ば
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
と
っ
て
も
、
犯
罪
被
害
者
等
に
と
っ
て
も
立
ち
直
り
や
被
害
回
復
等
の
解

決
に
資
す
る
か
、
そ
し
て
そ
の
導
入
に
よ
っ
て
刑
事
司
法
が
�
般
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
も
の
に
な
り
う
る
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
わ
が
国
で
も
、
積
極
論（

20
）の

展
開
が
あ
る
も
の
の
、
慎
重
論（

21
）も

根
強
く
、
今
の
と
こ
ろ
、
刑
事
司
法
実
務
や
被
害
者
側
に
お
い
て
は
慎
重

な
態
度
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
や
刑
事
手
続
に
お
け
る
保
護
・
関
与
権
に
関
す
る
法
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
社
会
、
文
化
、
法
制

度
等
と
の
相
違
に
よ
り
、
共
通
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
わ
が
国
の
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
整
備
を
拡
大
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
も
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
対
策
は
見
逃
せ
な
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
も
そ
の
行
方
を
注
視
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
�
五
）
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（
1
）　

イ
ギ
リ
ス
の
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
大
谷
實
﹁
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
運
用
状
況
﹂
大
谷
實
＝
宮
澤
浩
�
編
﹃
犯

罪
被
害
者
補
償
制
度
﹄（
成
文
堂
、
�
九
�
�
年
）
�
五
頁
、
奥
村
正
雄
﹁
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
被
害
者
学
の
生
成
と
発
展
﹂
被
害
者
学
研
究
�
号
（
�
九
九
�
年
）

�
�
頁
等
。

（
2
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
研
究
と
し
て
、
千
手
正
治
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
事
故
補
償
制
度
﹂
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
�
�
号

（
�
九
九
九
年
）
�
〇
�
頁
以
下
、
浜
井
浩
�
＝
横
地
環
﹁
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
施
策
﹂﹃
法
務
総
合
研
究
所
研
究
部
報
告
九　

諸
外
国
に
お
け
る
犯
罪

被
害
者
施
策
に
関
す
る
研
究
﹄（
法
務
総
合
研
究
所
、
�
〇
〇
〇
年
）
�
�
�
頁
以
下
等
。

（
3
）　

改
正
の
動
向
に
つ
い
て
、
浜
井
＝
横
地
・
前
注
（
2
）
�
�
�
頁
以
下
、
千
手
・
前
注
（
2
）
�
〇
�
頁
。

（
4
）　

A
C

C
, “A

bout the Injury P
revention, R

ehabilitation and C
om

pensation A
ct 2001 ” http://w

w
w

.A
C

C
.co.nz/w

cm
001　

な
お
、
被
害
者
遺
族
の
中
で
配
偶

者
は
週
給
の
補
償
を
�
括
給
付
に
変
更
で
き
る
。

（
5
）　

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
、
奥
村
正
雄
﹁
イ
ギ
リ
ス
の
犯
罪
被
害
者
対
策
の
現
状
﹂
産
大
法
学
�
�
巻
�
・
�
号
（
�
九
九
�
年
）
�
〇
頁
以
下
、
同
﹁
刑
事
制
裁
と
し

て
の
損
害
賠
償
命
令
﹂
現
代
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
号
（
�
〇
〇
五
年
）
�
九
頁
以
下
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、
佐
伯
仁
﹁
刑
罰
と
し
て
の
損
害
賠
償
﹂
内
藤
謙
ほ
か
編
﹃
平

野
龍
�
先
生
古
稀
記
念
祝
賀
論
文
集
下
巻
﹄
�
五
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
�
九
九
�
年
）、
同
﹁
刑
罰
と
し
て
の
損
害
賠
償
﹂
産
大
法
学
�
�
巻
�
号
（
�
〇
〇
〇
年
）

九
�
頁
以
下
、
永
田
憲
史
﹁
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
�
、�
﹂
法
学
論
叢
�
五
�
巻
�
号
（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
頁
以
下
、
同
�
号
�
�
�
頁
以
下
。

（
6
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
損
害
賠
償
命
令
に
つ
い
て
、
藤
本
哲
也
＝
千
手
正
治
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復
的
司
法
の
�
手
段
と
し
て
の
賠
償
命
令
﹂
法

学
新
報
�
〇
九
巻
�
号
（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
頁
以
下
。

（
7
）　

C
onviction and Sentencing of O

ffenders in N
ew

 Z
ealand: 1994⊖2003, http://w

w
w

.justice.govt.nz/pubs/reports/2004

（
8
）　

M
in

istry of Ju
stice, C

on
viction

 an
d

 S
en

ten
cin

g of O
ffen

d
ers in

 N
ew

 Z
ealan

d
: 1994 to 2003, p

ara6.3. h
ttp

://w
w

w
.ju

stice.gov.n
z/p

u
bs/rep

orts/

conviction-sentencing-2003⊖04/

（
9
）　

藤
本
＝
千
手
・
前
注
（
6
）
�
九
頁
。

（
10
）　

奥
村
正
雄
﹃
イ
ギ
リ
ス
刑
事
法
の
動
向
﹄（
成
文
堂
、
�
九
九
�
年
）
�
�
五
頁
以
下
、
同
・
前
注
（
1
）
�
�
頁
以
下
。

（
11
）　

M
inistry of Justice,  S

u
m

m
a

ry of th
e key fin

d
in

gs of th
e N

ew
 Z

ea
la

n
d

 N
a

tion
a

l S
u

rvey of C
rim

e V
ictim

s 2001 （M
inistry of Justice, 2003

）.

（
12
）　

紹
介
と
し
て
、
冨
田
信
穂
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
被
害
者
政
策
﹂
被
害
者
学
研
究
九
号
（
�
九
九
九
年
）
�
�
頁
以
下
、
浜
井
＝
横
地
・
前
注
（
2
）
�
�
�

頁
以
下
。

　
（
�
�
）
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（
13
）　

V
ictim

s ’ R
ights A

ct 2002: A
 guide for agencies dealing w

ith victim
s of offences （M

inistry of Justice

）.
（
14
）　

紹
介
と
し
て
、
千
手
正
治
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
被
害
者
政
策
の
新
動
向―

被
害
者
の
権
利
法
の
成
立
﹂
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
九
�
号
（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
頁

以
下
。

（
15
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｖ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
、
千
手
正
治
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
るV

ictim
 Im

pact Statem
ent

﹂
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
�
九
号

（
�
〇
〇
〇
年
）
�
�
九
頁
以
下
。

（
16
）　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
修
復
的
司
法
に
つ
い
て
、
前
野
育
�
﹁
被
害
者
問
題
と
修
復
的
司
法―

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
のF

am
ily G

roup C
onference

を
中
心

に―

﹂
犯
罪
と
非
行
�
�
�
号
（
�
〇
〇
〇
年
）
�
頁
以
下
、
浜
井
＝
横
地
・
前
注
（
2
）
�
�
九
頁
以
下
、
藤
本
哲
也
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
刑
事

政
策
の
新
動
向―
成
人
に
対
す
る
修
復
的
司
法
の
導
入
﹂
罪
と
罰
�
九
巻
�
号
（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
頁
以
下
、
千
手
正
治
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修

復
的
司
法
﹂
比
較
法
雑
誌
�
�
巻
�
号
（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
〇
頁
以
下
、
同
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復
的
司
法
②
﹂
比
較
法
雑
誌
�
�
巻
�
号

（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
�
頁
以
下
、同
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
修
復
的
司
法
の
発
展
﹂
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
�
�
号
（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
�
頁
以
下
、

細
井
洋
子
ほ
か
編
﹃
修
復
的
司
法
の
総
合
的
研
究
﹄
�
�
九
頁
以
下
︹
高
橋
貞
彦
︺（
風
間
書
房
、
�
〇
〇
�
）
等
が
あ
る
。

（
17
）　

M
inistry of Justice, N

ew
 Z

ealand C
ourt-R

eferred R
estorative Justice P

ilot: E
valuation, http://w

w
w

.justice.govt.nz/reports/2005. 

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

は
�
〇
〇
�
年
末
か
ら
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ワ
イ
タ
ケ
レ
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
デ
ュ
ー
ン
デ
ィ
ン
の
各
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
始
め
た
。
調
査
は
、
法
務
省
と
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
犯
罪
と
司
法
の
評
価
・
調
査
セ
ン
タ
ー
の
共
同
作
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
、
�
〇
〇
�
年
�
月
�
日
か
ら
�
〇
〇
�
年
�
月
�
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
五
�
九
件
（
五
�
�
人
の
被
告
人
）
の
事
例
に
つ
き
�
九
�
回
開
か
れ
た
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
対
象
に
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
関
係
者
に
調
査
票

を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
後
に
�
�
�
人
の
被
害
者
と
�
�
〇
人
の
被
告
人
、
被
告
人
の
量
刑
言
い
渡
し
後
に
�
�
�
人
の
被
害
者
と
�
�
�
人

の
被
告
人
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
後
に
�
五
�
人
の
被
害
者
と
�
〇
�
人
の
被
告
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
取
り
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

（
18
）　

M
inistry of Justice, R

estorative Justice in N
ew

 Z
ealand: B

est P
ractice （M

inistry of Justice, 2004

） p.8.

（
19
）　

イ
ギ
リ
ス
内
務
省
も
、
最
近
、
刑
事
司
法
の
中
に
修
復
的
司
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
積
極
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
奥
村
正
雄
﹁
イ
ギ
リ
ス
の
犯
罪
被
害
者
対
策
﹂
被

害
者
学
研
究　

�
�
号
（
�
〇
〇
�
年
）
�
�
頁
。

（
20
）　

高
橋
則
夫
﹃
修
復
的
司
法
の
探
求
﹄（
成
文
堂
、
�
〇
〇
�
年
）、
吉
田
敏
雄
﹃
犯
罪
司
法
に
お
け
る
修
復
的
正
義
﹄（
成
文
堂
、
�
〇
〇
�
年
）
等
。

（
21
）　

瀬
川
晃
﹁
修
復
的
司
法
（R

estorative Justice

）
論
の
混
迷
﹂
同
志
社
法
学
五
�
巻
�
号
（
�
〇
〇
五
年
）
五
�
五
頁
以
下
、
同
﹁
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
修
復

的
司
法
﹂
犯
罪
と
非
行
�
�
�
号
（
�
〇
〇
五
年
）
�
頁
以
下
等
。

　
（
�
�
）



ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
と
刑
事
司
法

�

�
�

同
志
社
法
学　

五
九
巻
�
号

〔
追
記
〕　

本
稿
は
、
�
〇
〇
�
年
に
行
っ
た
﹁
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド V

ictim
 Support 

視
察
調
査
﹂
の
報
告
書
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
加
筆
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
（
�
�
）


